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一般社団法人歯科基礎医学会
利益相反開示説明書

著者（発表者）の名前


	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
原稿（演題）名


	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

すべての著者（発表者）は、企業・団体等からの利益を享受する事項に関して、原稿の投稿前12ヶ月以内の利益相反を全て開示しなければならない。
責任著者（発表者）はすべての著者（発表者）からの情報を基にこの書式を完成しなければならない。

	区分
	無
	有の場合は、著者（発表者）の名前および企業・団体名を記載する

	1．雇用／役員／顧問職
（１つの企業または団体からの報酬額が年間100万円以上）
	

	例）富士山太郎
	例）ABC医薬品

	2．株式所有またはストックオプション（自社株購入権）
（１つの企業または団体についての1年間の株による利益［配当、売却益の総和］が100万円以上、あるいは当該企業の全株式の5％以上の株の所有）
	

	
	

	3．特許使用料／ライセンス料
（１つの特許使用料／ライセンス料が年間100万円以上）
	

	
	

	4．謝礼金（たとえば講演料）
（１つの企業または団体からの年間の謝礼金が50万円以上）
	

	
	

	5．原稿料
（１つの企業または団体からの年間の原稿料が50万円以上）

	

	
	

	6．研究費
（同じ企業・団体からの研究費を分担する講座［部門、分野、研究室］に支払われた総額が年間200万円以上）
	

	
	

	7．助成金や寄附金
（同じ企業・団体からの研究費を分担する講座［部門、分野、研究室］に支払われた総額が年間200万円以上）
	

	
	

	8．企業または団体による寄附講座
（もし著者［発表者］のいずれかが企業または団体による寄附講座に所属している場合）
	
	
	

	9．その他の報酬（研究とは直接無関係な旅行、贈答品など）
（１つの企業または団体から受けた報酬が年間5万円以上）
	
	
	



※外国通貨で受ける場合には適当なウェブサイトで日本円への為替換算をすること。
本説明書は原稿の出版後2年間保存される。

完成日：　　年　　月　　日

責任著者（発表者）の名前： 　　　　　		                              


